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◆ 議会のうごき ◆
　

立
冬
も
過
ぎ
、
め
っ
き
り
日
脚
も
短

く
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
元
気
で
す

か
、
こ
れ
か
ら
益
々
寒
く
な
り
ま
す
。

お
身
体
を
大
切
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　

そ
れ
で
は
、
今
回
は
球
磨
郡
議
長
会

で
取
り
組
ん
だ
事
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。
球
磨
郡
議
長
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
町

村
の
議
会
議
長
の
会
議
で
す
。
定
期
的

に
毎
月
開
催
さ
れ
、
議
題
に
つ
い
て
協

議
し
、
統
一
し
た
見
解
で
行
事
等
が
決

ま
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
22
年
度
に
向
け
て
、

次
の
よ
う
に
要
望
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

平
成
21
年
10
月
９
日
～
10
日
（
２
日
）

要
望
書
提
出
省
庁

国
土
交
通
省
関
係

国
土
交
通
大
臣
他
41
部
課

土
調
査
土
地
水
資
源
局
他
２
部
課

総
務
省
関
係

自
治
行
政
局
長
他
５
部
課

厚
生
労
働
省
関
係

健
康
局
長
他
３
部
課

農
林
水
産
省
関
係

農
林
水
産
大
臣
他
25
部
課

林
野
庁
関
係

林
野
庁
長
官
他
17
部
課

　
要
望
内
容

・
安
全
で
安
心
で
き
る
国
土
づ
く
り
に

関
す
る
提
案
及
び
要
望

　

道
路
事
業
の
整
備
促
進
に
つ
い

て
。
公
営
住
宅
の
整
備
促
進
に
つ
い

て
他
７
項
目
。

・
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す

る
要
望
（
過
疎
対
策
時
限
立
法
が
来

年
３
月
で
終
了
）

・
農
林
業
の
振
興
と
活
力
あ
る
農
山
村

の
建
設
に
関
す
る
提
案
及
び
要
望

　

国
営
川
辺
川
土
地
改
良
事
業
の
推

進
に
つ
い
て
他
３
項
目

・
企
業
誘
致
の
推
進
に
関
す
る
提
案
及

び
要
望

　

圏
域
へ
の
企
業
誘
致
の
推
進
を
図

ら
れ
た
い
。

・
簡
易
水
道
施
設
整
備
に
関
す
る
提
案

及
び
要
望

　

若
者
も
定
住
す
る
豊
か
な
住
み
よ

い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
、
格
別

の
ご
支
援
を
願
い
た
い
。

・
ご
み
処
理
場
の
解
体
工
事
に
必
要
な

財
政
措
置
に
関
す
る
提
案
及
び
要
望

　

国
は
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
は

か
る
見
地
か
ら
、
財
政
基
盤
の
弱
い

町
村
を
重
点
的
に
活
性
化
し
地
域
経

済
の
再
生
に
格
別
の
ご
支
援
を
願
い

た
い
。

　

要
望
内
容
に
つ
い
て
は
主
な
項
目
を

掲
載
し
ま
し
た
。
詳
し
く
知
り
た
い
と

思
わ
れ
る
方
は
議
会
事
務
局
に
、
お
い

で
頂
く
と
要
望
書
を
お
見
せ
す
る
事
が

出
来
ま
す
。

郡
議
長
会
で
は
、
各
省
庁
に
次
の
通
り

提
案
要
望
し
ま
し
た
。

議長の
活動報告

　

平
成
21
年
12
月
16
日
㈬
〜
18

日
㈮
の
日
程
で
平
成
21
年
12
月

定
例
会
が
開
会
の
予
定
で
す
。

12
月
18
日
㈮
は
最
終
日
で
午
前

10
時
か
ら
一
般
質
問
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆

様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

議
会
議
長　

小
善
　
満
子

12
月
定
例
会
のお知

ら
せ
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◆ 議会のうごき ◆

こんなことが決まりました

○子ども育成助成金について
医療費小学６年生まで無料化に決定しました。

○相良村教育委員任命同意について
・９月定例議会に提案されました。提案結果は次のとおりです。
　反対５票　賛成３票　白票２票……否決されました。
・11月４日開催の臨時議会に提案されました。提案結果は次のとおりです。
　賛成５票　反対５票…………………議長裁決により否決されました。

〈 定例議会 〉
開催日　平成21年９月10日～９月16日まで
同意第２号　教育委員会委員の任命について
	 　	………………………………原案否決
発議第11号　川辺川ダム建設中止及び相良村振興計

画に関する意見書	……………原案可決
認定第１号　平成20年度相良村一般会計歳入歳出決

算書の認定について	…………原案認定
認定第２号　平成20年度相良村国民健康保険特別会

計歳入歳出決算書の認定について
	 　	………………………………原案認定
認定第３号　平成20年度相良村老人保健特別会計歳

入歳出決算書の認定について
	 　	………………………………原案認定
認定第４号　平成20年度相良村簡易水道特別会計歳

入歳出決算書の認定について
	 　	………………………………原案認定
認定第５号　平成20年度相良村農業集落排水特別会

計歳入歳出決算書の認定について
	 　	………………………………原案認定
認定第６号　平成20年度相良村森林総合研究所分収

造林特別会計歳入歳出決算書の認定に
ついて	…………………………原案認定

認定第７号　平成20年度相良村介護保険特別会計歳
入歳出決算書の認定について

	 　	………………………………原案認定
認定第８号　平成20年度相良村後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算書の認定について
	 　	………………………………原案認定
議案49号　平成21年度相良村一般会計補正予算（第

６号）	…………………………原案可決
議案第50 ～ 52号　平成21年度相良村特別会計補正

予算	……………………………原案可決
議案第53号　相良村国民健康保険税条例の一部を改

正する条例の制定について	…原案可決
議案第54号　相良村国民健康保険条例の一部を改正

する条例の制定について	……原案可決
議案第55号　相良村子ども医療費助成に関する条例

の制定について	………………原案可決
同意第３号　国営川辺川総合土地改良事業の新規取

水に係る相良村土地改良区の同意に伴
う要望事項の覚書の締結について

	 　	………………………………原案同意
請願第１号　国営川辺川利水事業離脱に関する請願

書	………………………………原案採択
陳情第１号　国営川辺川利水事業離脱に関する陳情

書	………………………………原案採択
陳情第２号　森林作業道修復に係る助成金に関する

陳情	……………………………原案採択
陳情第３号　中洲地区農道舗装工事についての陳情
	 　	………………………………原案採択

〈 臨時議会 〉
第10回臨時議会
開催日　平成21年８月７日
議案第46号　平成21年度相良村一般会計補正予算

（第５号）	………………………原案可決
議案第47号～ 48号　公有財産の取得について
	 　	………………………………原案可決
第12回臨時議会
開催日　平成21年11月４日
承認８号～ 10号　専決処分の承認を求めることに

ついて（平成21年度相良村一般会計・
特別会計補正予算）	…………原案承認

同意第４号	 教育委員会委員の任命について
	 　	………………………………原案否決

◆ 議会開催報告 ◆
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平 成 2 0 年 度 相 良  村 の 決 算 で す
　平成20年度の村の決算は、歳入総額31億15,584千円、そのうち自主財源が６億49,155千円で
20.8％、依存財源が24億66,429千円で79.2％となっています。歳出総額は、29億77,601千円
で、村民１人当たり（平成21年３月末現在人口5,226人）の決算額が569,767円になりました。

一般会計	 単位：千円

歳入総額 歳出総額 差引額 基金繰入金

3,115,584 2,977,601 137,983 ０

歳　　入	 単位：千円

村 税 324,402

分担金及び負担金 34,384

繰 入 金 30,000

繰 越 金 200,569

諸 収 入 等 59,800

地 方 譲 与 税 46,133

地 方 交 付 金 1,638,292

国 庫 支 出 金 337,747

県 支 出 金 177,808

村 債 190,200

そ の 他 交 付 金 76,249

計 3,115,584

歳　　出	 単位：千円

議 会 費 56,383

総 務 費 506,549

民 生 費 677,507

衛 生 費 247,223

農 林 水 産 業 費 329,852

商 工 費 10,737

土 木 費 273,648

消 防 費 132,101

教 育 費 225,128

災 害 復 旧 費 7,289

公 債 費 511,184

計 2,977,601

依
存
財
源

その他交付金
２％

村税
10％

分担金及び負担金
１％
繰入金
１％

繰越金
６％

諸収入等
２％

地方譲与税
１％

地方交付金
52％

3,115,584
千円

歳　入

国庫支出金
11％

県支出金
６％ 村債

６％

自主
財
源

議会費
２％

総務費
17％

民生費
23％

商工費
0.4％

土木費
９％

消防費
４％

農林水産業費
11％

衛生費
８％

教育費
７％

2,977,601
千円

歳　出

災害復旧費
0.2％

公債費
17％
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平 成 2 0 年 度 相 良  村 の 決 算 で す
特別会計	 単位：千円

会計名 歳入 歳出 差引 基金繰入金
国民健康保険 671,128 590,831 80,297 40,000
老人保健 102,369 95,893 6,476 ０
簡易水道 128,242 126,410 1,832 ０
農業集落排水 170,079 147,771 22,308 ０
森林総合研究所分収造林 10,111 9,780 331 ０
介護保険 592,389 580,250 12,139 ０
後期高齢者 40,421 40,060 361 ０
※差し引き額は、端数処理の関係で合わないときがあります。

　
（
９
月
の
定
例
会
に
お
け
る
、
宮
原
代
表
監
査
委
員

に
よ
る
決
算
報
告
か
ら
一
部
抜
粋
）

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
と
も
概
ね
良
好
に
執
行
さ

れ
て
お
り
、
特
段
指
摘
す
る
べ
き
事
項
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
に
お
い
て
、

多
額
の
分
担
金
の
未
納
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
接
続

率
が
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
、
正
確
に
は
48
・
４
パ
ー
セ

ン
ト
の
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。
同
会
計
の
健
全
な
財
政

運
営
を
図
る
上
か
ら
も
、
未
納
額
の
解
消
と
、
接
続
率

の
向
上
に
更
に
努
力
を
い
た
だ
く
べ
き
も
の
と
考
え

ま
す
。
つ
ぎ
に
、介
護
保
険
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

住
民
が
負
担
す
る
介
護
の
保
険
料
は
県
下
で
１
番
高

い
と
、
全
国
的
に
見
て
も
高
い
ほ
う
か
ら
８
番
目
と
い

う
異
常
な
状
態
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
何
故
な
の
か
、

こ
の
原
因
究
明
と
改
善
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
の
方
策
に
は
ど

う
い
う
も
の
が
あ
る
の
か
。
食
育
、
あ
る
い
は
健
康

教
育
、
趣
味
と
生
き
が
い
を
持
ち
つ
つ
、
充
実
し
た

運
動
、
そ
う
い
う
も
の
で
健
康
を
維
持
し
て
寝
た
き

り
に
な
ら
な
い
た
め
の
介
護
予
防
策
と
い
う
も
の
を

更
に
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
扶
助
費
等
が
経
常
的
経
費
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
て
、
経
常
収
支
比
率
の
悪
化
の
原
因
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
は
そ
の
パ
ー

セ
ン
テ
イ
ジ
が
94
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
ま
し
て
、

望
ま
し
い
パ
ー
セ
ン
テ
イ
ジ
は
70
パ
ー
セ
ン
ト
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
分
か
り
や
す
く
申
し
上
げ
ま
す

と
、
10
万
円
の
一
般
的
財
源
が
あ
る
と
し
ま
す
と
、
そ

の
内
の
９
万
４
千
円
は
義
務
的
経
費
と
し
て
支
出
さ

れ
て
い
る
と
、
残
り
は
わ
ず
か
６
千
円
程
度
が
自
由
に

な
る
お
金
で
あ
る
、
ま
あ
そ
う
い
う
こ
と
が
言
え
る
と

思
い
ま
す
。
一
朝
一
夕
に
成
果
は
得
ら
れ
な
い
と
考

え
ま
す
が
、
財
政
健
全
化
を
図
る
た
め
に
、
な
お
一

層
の
ご
努
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

行
財
政
改
革
大
綱
集
中
プ
ラ
ン
は
実
施
さ
れ
て
４
年

目
と
な
る
わ
け
で
す
が
、
企
画
後
、
全
庁
的
実
施
状

況
の
評
価
が

な
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
早

急
に
評
価
を

し
て
、
改
善

策
を
立
て
、

村
財
政
の
健

全
化
を
図
る

一
つ
の
方
策

と
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え

ま
す
。

監
査
委
員
の
主
な
意
見

監査委員による監査状況
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◆ 研修報告 ◆
　

９
月
10
日
の
定
例
議
会
に
て
左
記
の
件

を
決
議
し
た
。

「
川
辺
川
ダ
ム
建
設
中
止
及
び
相
良
村
振

興
策
に
係
わ
る
意
見
書
」

「
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
予
定
地
の
現
地
視
察
」

決
議
の
賛
否　

賛
成
６
票
、
反
対
５
票

日
程９

月
17
日　

熊
本
県
知
事
、
九
州
農
政

局
長
に
対
し
意
見
書
の
提
出

９
月
24
日　

国
土
交
通
省
、
農
林
水
産

省
へ
意
見
書
提
出
、
意
見
交
換
。
衆

参
議
院
議
員
へ
陳
情
。

９
月
25
日　

群
馬
県
の
八
ツ
場
ダ
ム
建

設
予
定
地
へ
。
現
地
を
視
察
。

９
月
26
日　

帰
路
に
つ
く
。

陳
情
、
視
察
へ
の
参
加
議
員　

６
名

陳
情
、
視
察
の
結
果

⑴
ダ
ム
建
設
中
止
の
意
見
書
提
出
は
、

議
会
が
議
決
し
た
日
が
政
権
交
代
し

た
時
期
に
重
な
り
、
新
政
権
の
下
、

前
原
国
土
交
通
大
臣
の
八
ッ
場
ダ

ム
、
川
辺
川
ダ
ム
な
ど
中
止
表
明
後

で
あ
り
非
常
に
有
効
で
あ
っ
た
。

⑵
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
予
定
地
は
予
想
以

上
に
規
模
が
大
き
く
工
事
の
進
捗
度

合
い
も
進
ん
で
関
連
工
事
も
着
工
さ

れ
、
こ
こ
で
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た

ら･･･

町
の
今
後
の
再
生
に
多
額
の

投
資
が
必
要
に
な
る
の
で
は
。
し
か

し
下
流
域
行
政
の
長
が
推
進
で
は
今

後
の
推
移
に
注
目
し
た
い
。

陳
情
と
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
予
定
地
視
察

国土交通省に意見書提出状況

九州農政局長に対し意見書の提出長野原町役場にてダム対策副町長より説明を受ける

八ッ場ダム建設地点での国交省職員より説明を受ける
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◆ 研修報告 ◆

川辺川ダム建設中止及び相良村振興計画に関する意見書

（一）　年内に川辺川ダム建設中止を明言し、ダム建設を前提としない治水対策協議会を立ち上

げて頂きたい。

（二）　熊本県においては５ヶ年で10億円の基金積み立てをして五木村の振興策を計画されてお

ります、蒲島熊本県知事のダム建設反対表明後「五木村振興計画」しか策定されており

ません。なぜ、相良村だけが除外されたのか納得できません。

　潮谷県知事時代に、「五木村・相良村地域振興計画」が策定されております。これは、川辺

川ダム建設計画が長期化して、両村の地域振興が停滞しているため計画されたものです。確か

に、五木村からは洪水による水没者や離村を余儀なくされた方々も多数おられます。しかも水

没予定地であります。

　しかしその点、相良村の上四浦地区も水没地であり、水没者も60戸を超えておりますことを

忘れないで下さい。対象住民が“苦渋の選択を強いられた”ことは、五木村と何ら変わりあり

ません。

　当然、ダム問題の長期化による相良村の苦しみは五木村と一緒のはずです。具体的に申し上

げますと、野原、藤田集落消滅であります。野原小学校は北小学校へ統合されました。残され

た、山手、夜狩尾、椎葉、中原、山口、深水地区の上四浦地域住民は、川辺川をまたぐ連絡道

路の欠如により、大いに不便を強いられ、集落の機能は麻痺しております。

　更に、農水省が提唱する国営利水事業計画も30年以上経過して、受益者の賛同も難しい状況

にあります。このことは、「ダム利水事業」と言われたように、ダム建設計画が大きく状況変

化した現在、「川村飛行場水路」「柳瀬西溝」はダム計画の長期化によって犠牲になった水路で

あります、これは放置されたと言っても過言ではないはずです。水路、施設の老朽化が進み、

関係農家は心配しております。また、高原地区においても区画整備は手付かずの状態にありま

す。

　以上のことから、「相良村地域振興計画」を策定し、下記の事項について早期着手されます

よう、国、県に強く要望し、地方自治法第99条に基づき意見書を提出します。

記

１、川辺川ダム建設中止宣言の早期表明を求める

２、上四浦地域の橋梁及び生活道路の整備

３、川村飛行場水路及び柳瀬西溝の本格的改修

４、高原地域の区画整備

平成21年９月10日　

国土交通大臣・農林水産大臣　様

熊本県球磨郡相良村議会　

議長　小　善　満　子
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◆ 研修報告 ◆
　

私
た
ち
常
任
委
員
5
人
は
、
次
の
日
程

で
研
修
し
ま
し
た
の
で
、
報
告
し
ま
す
。

記

期　

日　

21
年
10
月
28
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

場　

所　

東
京
千
代
田
区
「
剛
堂
会
館
」

テ
ー
マ　

議
会
活
力
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
新
し
い
権
力
機
構
、
機
能
と
政
策
シ

ス
テ
ム
へ
の
対
応
」

講　

師
⑴
後
藤
仁　

神
奈
川
大
法
学
部
教
授

⑵
穂
坂
邦
夫　

元
埼
玉
県
議
会
議
長
、

元
志
木
市
長
、
元
市
職

（
１
日
目
）

※
今
回
の
研
修
は
常
任
委
員
会
と
し
て
全

国
地
域
に
当
面
す
る
政
権
交
代
に
よ
る

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
関
心
が
集
中
し
て
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
両
講
師
と
も
に
、

国
民
に
約
束
し
た
政
党
の
公
約
で
あ

り
、
同
時
に
こ
れ
を
守
る
こ
と
が
当
然

で
あ
る
。
し
か
し
、
各
種
の
政
策
変
更

は
事
前
に
説
明
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ

る
。

※
私
た
ち
は
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
の
本
村
に

関
係
す
る
地
域
に
お
け
る
問
題
を
質
疑

し
た
。

※
私
た
ち
の
外
、
北
海
道
の
函
館
市
議
と

宝
塚
市
議
が
参
加
し
て
研
修
を
受
け
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
修
成
果
は
日
頃
の
議
員
活

動
に
お
い
て
信
念
と
勇
気
を
持
っ
て
地
域

住
民
に
伝
え
た
い
。

（
２
日
目
）

　

前
日
に
引
き
続
き
、
29
日
㈭
は
研
修
先

を
奈
良
県
山
添
村
を
選
び
、
レ
ン
タ
カ
ー

で
約
３
時
間
余
り
走
り
午
後
１
時
40
分
す

ぎ
到
着
し
た
。

　

玄
関
に
は
、
村
長
は
じ
め
議
長
代
理
や

執
行
部
の
温
か
い
出
迎
え
を
受
け
、
大
変

恐
縮
と
同
時
感
激
に
ひ
た
っ
た
。
山
添
村

は
相
良
村
に
比
べ
少
し
面
積
、
人
口
と
も

少
な
い
が
都
市
四
方
を
囲
ま
れ
て
い
る
山

林
で
あ
っ
た
。

　

特
に
な
ぜ
山
添
村
を
選
ん
だ
理
由
は
介

護
保
険
料
が
全
国
で
３
番
目
（
21
年
度
）

に
低
額
の
村
で
あ
っ
た
こ
と
。
は
じ
め
に

村
長
さ
ん
か
ら
村
の
状
況
な
ど
の
説
明
を

受
け
、
さ
ら
に
最
大
の
目
的
で
あ
る
福
祉

に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
、
介
護
保
険

料
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

人
口
４
，
４
２
０
人
に
対
し
65
歳
以
上

が
１
，
５
１
２
人
で
要
介
護
認
定
者
数
は

２
４
７
人
で
、
16
・
３
％
で
低
く
全
国
的

に
介
護
事
業
制
度
は
対
応
さ
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
特
に
保
険
料
は
低
額
で
あ

る
が
、
こ
れ
で
地
域
住
民
が
利
用
に
満
足

さ
れ
て
い
る
の
か
心
配
で
あ
る
と
言
わ
れ

た
。
ま
だ
ま
だ
研
究
検
討
の
余
地
は
あ
る

村
に
も
感
じ
た
。

　

我
が
相
良
村
は
「
福
祉
の
里
」
を
自
負

し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
誇
り
に

思
っ
て
い
る
。
今
回
、
私
た
ち
の
研
修
先

に
は
福
祉
課
担
当
職
員
の
同
行
し
て
研
修

で
あ
っ
た
こ
と
も
有
意
義
で
あ
っ
た
。

以
上
、
簡
単
で
す
が
報
告
と
し
ま
す
。

○
研
修
参
加
者

委
員
長　

友
田　

政
春

副
委
員
長　

西
本
巳
喜
男

委　
　

員

　

市
岡　

智
惠
、
髙
岡　

重
盛

　

堀
川　

金
泰

総
務
文
教
常
任
委
員
会
研
修
報
告

東京剛堂会館の研修

山添村での研修
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◆ 一般質問 ◆

黒
木
　
正
照  
議
員

黒
木
議
員
＝
本
定
例
会
に
上
程

し
て
お
り
ま
す
議
案
第
49
号
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
教
育

課
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。
こ
の
予

算
の
な
か
に
、
私
６
月
の
定
例
会

に
お
い
て
、
北
小
学
校
の
飲
料
水

中
村
　
重
道  

議
員

中
村
議
員
＝
交
付
金
の
概
要
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

総
務
課
長
＝
相
良
村
に
お
き
ま

し
て
は
平
成
20
年
度
の
普
通
交
付

税
額
で
す
が
、
15
億
４
１
４
８
万

円
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
村
民

の
確
保
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
と

き
に
、
水
の
確
保
を
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
約
束
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

教
育
課
長
＝
私
の
ほ
う
で
安
全

安
心
な
飲
料
水
を
確
保
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
お
答
え
し
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
す
る
予

定
で
、
村
長
及
び
財
政
担
当
の
総

一
人
当
り
約
29
万
４
３
０
０
円
程

度
に
な
り
ま
す
。

中
村
議
員
＝
住
民
一
人
当
り
に

す
る
と
こ
の
金
額
で
流
れ
て
く
る

わ
け
で
す
か
ら
、
役
場
職
員
も
私

達
議
員
も
村
民
サ
ー
ビ
ス
、
村
民

の
た
め
に
職
務
を
遂
行
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
村
議
員
＝
役
場
庁
舎
の
耐
震

QQ
北
小
学
校
の
飲
料
水
の
確
保
に
つ
い
て

役
場
庁
舎
の
耐
震
補
強
設
計
の
入
札
に
つ
い
て

AA
物
事
は
や
る
べ
き
時
期
が
あ
り
ま
す
の

で
、
保
留
で
扱
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

仕
事
の
内
容
、
委
託
内
容
に
よ
り
ま
し
て
全
て
の
建
築
設
計

事
務
所
が
受
託
能
力
が
あ
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

務
課
長
と
協
議
を
重
ね
ま
し
て
、

今
回
の
補
正
に
は
含
め
な
い
と
い

う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

黒
木
議
員
＝
村
長
と
の
協
議
も

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
村

長
に
伺
い
ま
す
。
ど
う
し
て
子
供

の
健
康
を
守
る
の
に
必
要
な
、
こ

の
大
事
な
、
水
が
引
い
て
い
た
だ

け
な
い
の
で
す
か
。

補
強
設
計
の
入
札
に
つ
い
て
建
設

課
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

建
設
課
長
＝
８
月
25
日
落
札
金

額
３
２
５
万
円
で
有
限
会
社
本
田

建
築
設
計
が
落
札
し
ま
し
た
。

中
村
議
員
＝
村
長
に
お
尋
ね
に

し
ま
す
。
本
田
設
計
事
務
所
は
義

兄
弟
と
い
い
ま
す
か
兄
弟
に
な
ら

れ
ま
す
。
そ
う
い
う
設
計
事
務
所

村
長
＝
村
内
、
村
民
か
ら
も
色

ん
な
要
望
が
ご
ざ
い
ま
す
。
重
要

度
、
緊
急
度
、
地
域
的
な
バ
ラ
ン

ス
も
含
め
て
執
行
し
て
お
り
ま
す
。

例
え
議
員
で
あ
っ
て
も
、
一
般
質

問
を
さ
れ
た
か
ら
と
、
即
実
現
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

黒
木
議
員
＝
村
長
は
村
民
の
要

望
と
言
わ
れ
ま
し
た
け
ど
、
学
校

施
設
な
ん
で
す
。
村
民
か
ら
の
要

望
が
あ
っ
て
、
や
る
施
設
で
は
な

い
、
学
校
施
設
に
水
が
飲
め
な
い

こ
と
自
体
お
か
し
い
。
将
来
国
を

担
う
、
村
を
担
う
子
供
の
た
め
に
、

40
数
万
の
見
積
も
り
と
聞
い
て
お

を
指
名
し
、
政
治
倫
理
と
い
い
ま

す
か
、
世
の
中
の
常
識
と
い
い
ま

す
か
、
県
内
郡
内
に
も
相
当
な
数

の
業
者
が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い

う
事
を
踏
ま
え
て
答
弁
を
お
願
い

し
ま
す
。

村
長
＝
確
か
に
本
田
設
計
事
務

所
は
私
の
義
理
の
兄
貴
、
兄
が
経

営
し
て
い
る
所
で
す
。
仕
事
の
内

容
、
委
託
内
容
に
よ
り
ま
し
て
全

て
の
建
築
設
計
事
務
所
が
受
託
能

力
が
あ
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
政
治
倫
理
と
申
さ
れ
ま
す
な

ら
ば
、
む
し
ろ
政
治
倫
理
条
例
を

議
会
の
皆
様
で
作
っ
て
い
た
だ
い

り
ま
す
、
何
で
引
け
な
い
ん
で
す

か
。村

長
＝
物
事
は
や
る
べ
き
時
期

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
時
期

に
は
、
保
留
で
扱
わ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

一
般
質
問
は
３
点
い
た
し
ま
し

た
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
今
後

の
運
営
に
つ
い
て
、
尾
崎
谷
ト
ン

ネ
ル
に
つ
い
て
、
地
域
情
報
通
信

基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
。

て
何
親
等
内
で
発
注
で
き
な
い
よ

う
な
義
務
規
定
が
ご
ざ
い
ま
す
な

ら
ば
、
そ
の
時
に
別
途
考
え
る
べ

き
こ
と
と
思
い
ま
す
。

中
村
議
員
＝
政
治
倫
理
と
言
い

ま
し
た
が
、
世
の
中
の
常
識
と
し

て
で
す
ね
、
村
長
は
ど
う
も
政
治

倫
理
で
ご
ま
か
す
と
い
い
ま
す
か
、

世
の
中
の
常
識
で
す
よ
。僕
が
言
っ

た
の
が
正
し
い
か
、
村
長
が
正
し

い
か
、
議
場
に
お
ら
れ
る
関
係
者

そ
し
て
傍
聴
者
、マ
ス
コ
ミ
の
方
々

が
判
断
さ
れ
ま
す
よ
。
こ
れ
で
終

わ
り
ま
す
。
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髙
岡
　
重
盛  
議
員

髙
岡
議
員
＝
農
業
集
落
排
水
事

業
の
接
続
率
が
課
長
の
現
状
報
告

で
は
51
％
と
の
説
明
で
あ
る
。
そ

の
接
続
状
況
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

村
長
＝
事
業
と
し
て
償
還
金
を

返
済
す
る
に
は
90
％
の
接
続
率
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
村
の

負
担
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

が
出
て
く
る
の
で
、
促
進
を
し
た

い
が
個
人
の
事
情
も
あ
る
の
で
い

ろ
ん
な
手
段
を
駆
使
し
て
お
願
い

を
し
て
い
く
。

家
庭
排
水
の
処
理
は

地
区
の
状
況
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く

髙
岡
議
員
＝
分
担
金
お
よ
び
使
用

料
の
未
納
金
（
未
済
額
）
の
徴
収

に
つ
い
て
は
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

村
長
＝
滞
納
者
が
増
え
る
と
事

業
に
支
障
が
生
じ
る
の
で
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
個
別

訪
問
な
ど
で
昼
夜
を
問
わ
ず
理
解

を
得
な
が
ら
担
当
課
と
徴
収
に
努

力
し
た
い
。

髙
岡
議
員
＝
環
境
整
備
の
た
め

に
も
未
整
備
地
の
整
備
が
必
要
と

思
う
。
例
え
ば
上
四
浦
、
初
神
地

区
の
整
備
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

村
長
＝
地
区
の
集
落
形
態
状
況

に
よ
り
整
備
を
考
え
て
い
き
た
い
。

例
え
ば
上
四
浦
地
区
は
集
落
が
密

集
し
て
い
な
い
の
で
合
併
浄
化
槽

の
設
置
を
し
た
い
。
初
神
地
区
は

密
集
地
区
と
離
れ
た
地
区
が
あ
る

の
で
担
当
課
と
協
議
し
て
考
え
た

い
。

髙
岡
議
員
＝
地
区
に
よ
っ
て
は

状
況
が
違
う
の
で
集
落
排
水
に
す

る
の
か
、
合
併
浄
化
槽
に
す
る
の

か
検
討
が
必
要
だ
が
、
日
本
一
の

清
流
に
す
る
に
は
上
流
地
区
の
環

境
整
備
、
家
庭
排
水
の
処
理
が
必

要
と
思
う
が
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

村
長
＝
生
活
雑
排
水
の
処
理
に

は
農
業
排
水
事
業
が
清
流
の
維
持

に
は
良
い
が
相
良
村
全
戸
に
引
く

に
は
膨
大
な
予
算
が
必
要
な
の
で

設
置
に
つ
い
て
は
事
情
を
勘
案
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

QA

吉
松
　
美
代  

議
員

吉
松
議
員
＝
村
民
体
育
祭
は
２
年

に
１
度
、
駅
伝
大
会
は
毎
年
や
る
と

新
聞
に
出
て
お
り
ま
し
た
。
議
会
は

知
ら
な
い
の
で
説
明
し
て
ほ
し
い
。

村
長
＝
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
ら

れ
た
結
果
を
踏
ま
え
、
機
関
協
議
と

し
て
決
定
し
隔
年
開
催
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
駅
伝
大
会
に
つ

き
ま
し
て
は
、
中
止
と
は
申
し
上
げ

て
お
り
ま
せ
ん
。

吉
松
議
員
＝
政
権
交
代
を
し
た
今

後
の
陳
情
に
つ
い
て
村
長
は
、
議
員

時
代
か
ら
与
党
の
国
会
議
員
で
な

け
れ
ば
、
力
が
な
い
と
い
う
こ
と

を
私
達
に
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

政
権
交
代
し
た
現
在
、
今
後
の
陳
情
に
つ
い
て

執
行
権
が
あ
る
と
こ
ろ
は

民
主
党
で
し
ょ
う

相
良
村
の
陳
情
も
国
の
力
を
借
り

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
政
権
交
代
し

た
現
在
、
今
後
の
陳
情
に
つ
い
て
述

べ
て
下
さ
い
。

村
長
＝
国
の
財
源
は
国
が
持
っ
て

お
り
ま
す
。
執
行
権
を
持
っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
行
か
な
け
れ
ば
行
く
と

こ
ろ
が
な
い
で
す
か
ら
。

吉
松
議
員
＝
は
っ
き
り
答
え
て
下

さ
い
。
民
主
党
に
行
か
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
か
。

村
長
＝
執
行
権
が
あ
る
と
こ
ろ
は

民
主
党
で
し
ょ
う
。

吉
松
議
員
＝
執
行
権
を
持
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
き
ち
ん
と
し
た
流
れ

を
通
し
て
今
後
、
陳
情
に
行
っ
て
下

さ
い
。

吉
松
議
員
＝
８
月
30
日
の
選
挙
投

票
に
つ
い
て
、
小
選
区
、
比
例
区
、

裁
判
官
で
す
よ
と
３
枚
一
緒
に
投

票
券
を
や
ら
れ
ま
し
た
。
３
枚
一
緒

じ
ゃ
、
あ
れ
は
間
違
う
よ
な
ぁ
と
い

う
村
民
の
声
が
多
か
っ
た
で
す
。
選

挙
管
理
委
員
会
と
し
て
は
、
ど
う
い

う
申
し
合
わ
せ
事
項
が
あ
る
の
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
副
委
員
長
＝

投
票
場
の
狭
さ
、
事
務
従
事
者
の
少

な
さ
が
あ
り
ま
し
て
、
十
分
説
明
し

て
投
票
用
紙
を
渡
し
て
お
り
ま
す
。

吉
松
議
員
＝
無
効
１
３
８
票
で

す
。
今
後
は
一
票
一
票
の
重
み
を

し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
る
選
挙
管
理

委
員
会
の
体
制
に
や
っ
て
頂
き
た

い
。選

挙
管
理
委
員
会
副
委
員
長
＝

今
後
は
、
投
票
場
、
事
務
従
事
者
等

の
検
討
を
行
な
い
、
一
票
ず
つ
投
票

で
き
る
様
な
体
制
を
実
施
し
ま
す
。
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茂
吉
　
隆
典  
議
員

一
、
介
護
保
険
の
負
担
軽
減
に
つ

い
て

茂
吉
議
員
＝
川
辺
川
総
合
土
地

改
良
事
業
組
合
負
担
金
の
一
般
財

源
を
介
護
保
険
料
に
回
せ
な
い
の

か
。村長

＝
厚
生
労
働
省
は
、
介
護

保
険
の
減
免
分
等
を
一
般
財
源
か

ら
繰
り
入
れ
し
な
い
よ
う
指
導
し

て
い
る
。

茂
吉
議
員
＝
九
月
の
回
答
ど
お

り
書
類
で
キ
チ
ン
と
報
告
頂
き
た

い
。
今
後
の
問
題
と
し
て
調
査
研

究
は
ど
う
す
る
の
か
。

村
長
＝
資
料
、
後
ほ
ど
、
配
布

御
了
承
下
さ
い
。
数
字
的
に
は
、

出
せ
る
が
分
析
等
に
は
、
時
間
が

川
辺
川
利
水
問
題
に
つ
い
て

議
員
提
案
で
可
決
さ
れ
た
も
の
、
私
が
提

案
者
で
は
な
い
の
でか

か
る
。
ど
う
し
て
高
い
か
調
査

依
頼
中
で
す
。

二
、
道
路
問
題
に
つ
い
て

茂
吉
議
員
＝
五
木
相
良
振
興
計

画
の
中
で
県
道
人
吉
水
上
線
の
未

改
良
部
分
、
着
工
の
見
通
し
は
。

建
設
課
長
＝
国
道
四
四
五
号
と

県
道
人
吉
水
上
線
・
未
改
良
部
分

は
本
年
度
願
成
寺
の
踏
切
か
ら
、

コ
ン
ビ
ニ
ま
で
の
用
地
と
改
良
工

事
、
来
年
度
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
柳
瀬

橋
方
面
の
歩
道
改
良
の
実
行
。
人

吉
と
相
良
の
境
か
ら
人
吉
側
、
用

地
問
題
で
、
見
通
し
が
つ
か
な
い
。

茂
吉
議
員
＝
土
地
の
所
有
権
問

題
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
他
に
方

法
は
な
い
の
か
。

建
設
課
長
＝
今
回
の
補
正
予
算

で
、
総
務
の
財
産
管
理
の
方
で
筆

界
を
確
定
す
る
と
い
う
委
託
費
を

計
上
、
筆
界
が
は
っ
き
り
確
定
す

れ
ば
、
次
の
段
階
に
な
り
ま
す
。

三
、
川
辺
川
利
水
問
題
に
つ
い
て

茂
吉
議
員
＝
相
良
村
議
会
は
４

項
目
の
条
件
に
入
れ
た
と
こ
ろ
で

の
農
水
新
案
を
議
決
し
て
い
る
、

こ
の
条
件
無
視
の
事
業
組
合
に
従

う
の
か
。
こ
の
４
項
目
が
あ
る
か

ら
こ
そ
の
議
決
だ
と
思
う
が
。

村
長
＝
議
員
提
案
で
議
会
で
可

決
さ
れ
た
も
の
で
、
私
が
提
案
者

で
は
な
い
の
で
。

小
善
議
長
＝
質
問
に
理
解
出
来

て
な
い
、
何
回
言
っ
て
も
か
み
合

わ
な
い
質
問
は
控
え
て
下
さ
い
。

茂
吉
議
員
＝
相
良
村
の
負
担
率

（
最
高
）
22
・
９
％
、
人
吉
８
・
７
％

（
最
低
）
村
も
、
農
家
も
考
え
て
こ

の
中
身
に
は
取
り
組
む
べ
き
だ
と

思
う
。

四
、
そ
の
他
に
、
獣
害
に
つ
い
て

産
業
振
興
課
課
長
に
被
害
状

況
を
聞
く
、
捕
獲
檻
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。
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横
山
　
良
継  

議
員

横
山
議
員
＝
農
業
振
興
に
つ
い

て
、
耕
作
放
棄
地
が
問
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
現
状
に
つ
い
て
。

産
業
振
興
課
長
＝
確
か
に
農
業
全

般
に
お
い
て
後
継
者
不
足
、
農
畜
産

物
の
価
格
低
迷
等
で
広
域
的
に
連

携
を
は
か
り
な
が
ら
営
農
に
つ
い

て
も
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

横
山
議
員
＝
耕
作
放
棄
地
の
面
積

は
。産業

振
興
課
長
＝
16
・
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
す
。
こ
の
問
題
を
解
消
す

る
た
め
県
の
緊
急
対
策
事
業
補
助

金
で
４
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
解
消
し

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
営
農
生
産
組
織

等
に
働
き
か
け
て
お
る
と
こ
ろ
で

営
農
生
産
組
織
の
育
成
・
活
用
が
今
後
の
農
業
生
産
に
は
不
可
欠

こ
れ
か
ら
の
農
業
生
産
維
持
に
は
欠
か
せ

な
い
組
織

す
。横山

議
員
＝
私
の
調
査
認
識
し
て

お
る
面
積
と
多
少
違
い
が
あ
る
よ

う
で
す
が
営
農
生
産
組
織
の
育
成
・

活
用
が
今
後
の
農
業
生
産
に
は
不

可
欠
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

に
対
す
る
助
成
策
等
を
お
聞
か
せ

願
い
た
い
。

産
業
振
興
課
長
＝
六
組
織
が
活
動

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
県
の
助
成
金
を

活
用
し
て
一
組
織
当
り
10
万
円
を

お
手
伝
い
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
農
業
生
産
維
持
に
は
欠
か
せ

な
い
組
織
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

横
山
議
員
＝
弓
道
場
の
有
効
活
用

は
な
い
の
か
。

教
育
課
長
＝
平
成
六
年
に
完

成
し
て
お
り
ま
す
。
建
設
費
４
，

７
０
０
万
円
、
面
積
３
１
６
平
米

（
95
坪
）
で
す
。
使
用
料
は
一
時
間

１
０
０
円
で
す
。
年
間
使
用
料
は

１
１
，
０
０
０
円
で
す
。
維
持
費
に

つ
い
て
は
電
気
料
が
体
育
館
と
一

緒
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
詳
細

に
つ
い
て
は
判
り
ま
せ
ん
。
草
刈
等

は
シ
ル
バ
ー
に
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

横
山
議
員
＝
見
直
し
の
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

産
業
振
興
課
長
＝
そ
の
時
期
に
来

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

横
山
議
員
＝
衆
議
院
選
挙
に
伴
う

最
高
裁
判
官
国
民
審
査
に
伴
う
集

計
ミ
ス
に
つ
い
て
。

選
挙
管
理
委
員
会
副
委
員
長
＝

今
回
は
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
審
査
の
集
計
誤
り
新
聞
報
道

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
単
な
る
集

計
ミ
ス
で
済
ま
さ
れ
る
問
題
で
な

く
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
事
務
体
制
を
徹
底
致
し
ま
す
。
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編
集
後
記

　

村
民
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
温

か
い
ご
支
援
を
頂
き
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
回
議
会
だ
よ
り
２

号
を
発
行
す
る
事
が
出
来
、
喜
ん

で
お
り
ま
す
。

　

９
月
議
会
は
全
議
員
の
一
般
質

問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
人
の
申

し
出
に
よ
り
掲
載
を
辞
退
さ
れ
た

方
が
数
名
お
ら
れ
ま
し
た
。
議
会

だ
よ
り
は
議
会
・
執
行
部
の
動
き

を
正
確
に
伝
え
る
事
が
出
来
、
村

民
の
皆
様
の
安
心
な
く
ら
し
と
幸

せ
に
繋
が
っ
て
い
く
大
切
な
情
報

源
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
議
会
だ
よ
り
を
通

し
て
、
各
議
員
の
議
会
活
動
状
況

を
伝
え
て
参
り
ま
す
。
今
後
共
、

皆
様
の
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、

村
民
の
方
々
に
多
く
の
情
報
を
提

供
し
「
明
る
い
相
良
村
づ
く
り
」

に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

（
吉
松
）

【
議
会
広
報
編
集
委
員
会
】

　

委
員
長　

吉
松　

美
代

　

副
委
員
長　

茂
吉　

隆
典

　

委　
　

員　

友
田　

政
春

　
　
　
　
　
　

中
村　

重
道

　
　
　
　
　
　

横
山　

良
継

　
　
　
　
　
　

小
善　

満
子

　

そ
の
他
に
も
一
般
質
問
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

「
今
回
の
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
は
投
稿
を
辞
退
致
し
ま
す
。

こ
の
辞
退
は
委
員
全
員
の
意
志
表
示
で
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長　

友
田
政
春
」

と
い
う
文
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　前回は６月２日、北小学校訪問研修を実施致し
ましたが、今回は11月13日南小学校を訪問研修致
しました。出席者常任委員（４人）、対応頂いた方々
東教育長、鮫島学校長、福嶋教頭先生でした。南
小学校の職員構成及び学級編制、21年11月13日現
在では１年～６年（10組）なかよし（２学級）児
童数男子（116名）女子（135名）合計251名の児
童を12名の先生で担任されています。その他に校
長先生、専門教科の先生10名の先生方で学校運営
に当たって頂いています。
　学び合い、高め合い、響き合う南小と題して心
身ともにたくましく自ら学ぶ南っ子の育成に力を
入れておられます。学力向上の取組として、効果
的なＴＴ（２名の先生で授業）での指導、チャレ
ンジタイムの充実、ふれあいタイムの充実、相良

村漢字検定の活用、相良村計算検定の活用、朝の
読書、夜間図書館開放しての読み聞かせ、確かな
児童理解（一人一人の児童の確かな把握、課題の
解消）等々学力の育成への取組について、意見交
換をしました。

総務文教常任委員　小善　満子

　９月28日㈪に茶湯里のグラウンドゴルフ場において、下球磨議会議員親善

グラウンドゴルフ大会が開催されました。

　この大会は、スポーツを通

じて議員相互の親睦を図るも

ので、下球磨五町村の議会議

員等約80人が参加され、競技

を楽しまれました。

　また、10月28日㈬にも、球

磨郡町村議会グラウンドゴル

フ大会にも参加しました。

総務文教常任委員会活動

やさしく　かしこく　たくましく

下球磨町村議会議員
グラウンドゴルフ大会に参加

グラウンドゴルフ大会


